
研究者を最優先にした従来にない全く新しい制度の創設

平成21年5月19日

内閣府「文部科学省



研究者を 優先した従来にない全く新しい制度の創設

>ユ ーザーたる研究者の現場目線での構築
『研究者』の能力を課題解決のため最大限発揮出来る
ことが基本

二五工現場はどう変わるのか ・・・

予算の執行 : Ⅷ 究者にこってfttι lやすι昭 金」
‐研究者が基轟から出口志向の研究開発まで幅広く
使える研究費を持ち。研究者の裁量で。人件費も
設備整備費。会議費もチーム研究者へのグラント
などに使える自由度の高い運営を可能に。
‐カロえて予算制度に諄られない多年度での運用を可
能に。

研究者の負担 : 研 究に没頭できる環境」
―『サポートチ…ムJの 結成によりも研究者が研究
に集中出来る体制を確立。

―事後評価の徹底により 『評価疲れJを 軽減

◆ 独法の役割 : fお客様 (研究剖 目線への転換J
‐研究者の求めるサポ…卜を橋数の独法がカスタマ
イズして提案し。研究者がより良いサービスの独
法を指名 (逆指名)

我が国の研究開発の制度改革
～研究者を最優先した制度への転換―

現状の制度

>行 政機関の立場での構築
各省の所掌事務 (縦割り)、 国の予算制度が基本

」場ヒШuttL■ 2二 いるか ・・・

予算の執行 :
「I見行の子草執行_ ‐ 研究者にこ今て使11づち'‐,
‐行政区分により制度が細切れに
‐単年度主義が。あらかじめ予測できない研究開発と
いうものに馴染まない。独立行取法人の 『運営費
交付金』によりある程度の自由度は確保したものの、
多年度の執行。研究者の発想を全て受け入れるよう
な自由度なし。
‐書独法の予算の硬直化により,大 胆な投資が国難に。

研究者の負担 :瑚 究ごころか雑務で大変」
‐各種の申請資料の作成。資金の執行.更 に事前。
中間も事後の度重なる評価など過大な雑務が発生

独法の役割 : 研 究者群il役所に配慮
‐国からの資金を研究者に配分するとの姿勢

研究者がもてる力を最大限を発揮することで最先端研究開発課題を
に推進し。将来の日本の発展力に!!



平成21年 4月 10日に決定された「経済危機対策」を踏まえ、以下の事業を今後5年
間にわたり集中的に実施するため、独立行政法人に新たに「基金」を設ける。

目的】
基礎研究から出口を見据えた研究開発まで、幅広い先端的
科学技術分野のうち世界をリードする成果を上げ得る研究
開発を推進する。

【制度概要】

①総合科学技術会議を拡充した有識者会議により、中心研究
者及び研究課題を設定

②中心研究者が研究に専念できるとともに、指定された研究
課題を効果的に実施するための研究支援担当機関を、独法、
大学、企業等に公募し、中心研究者が指名

③基金管理機関は指名された研究支援担当機関に資金を提
供

‐

世界最先端研究支援強化プログラム(仮称) 若手研究者海外派遣事業(仮称)
【5年間で1.5～3万人】

【目的】
我が国の若手研究者を海外に機
動 的かつ集中的に派遣し、海外
における研鑽機会を拡大すること
で、我が国の競争力強化の源とな
る人材の育成を行う。

【制度概要】
我が国の将来を担う若手研究者や
大学院生・大学生を、海外の大学
や研究機関に派遣する。

独立行政法人に基金を設立(日本学術振興会)
※独立行政法人法の改正が必要

科学技術分野におけるわが国の競争力強化のための新たな枠組みの創論 忍ざ製輔轟 省

2,700億 円 基金より必要資金の拠出 300億 円
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